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所在地
　福島県会津若松市・喜多方市・会津坂下町・湯川村・会津美里町
活動主体及び連絡先
　阿賀川・川の達人の会
　（080-2821-9758）
 対象となる社会資本 …
　一級河川　阿賀川
　※管理者：国土交通省　阿賀川河川事務所

受賞者
阿賀川・川の達人の会

会長　佐瀬正雄
コメント

　阿賀川・川の達人の会は設立 20 年を迎え、多
くの子供達に川を通じて様々な体験をして頂いて
きました。今迄の実績を踏まえ、ここに受賞でき
たことは大変光栄に思っております。これからも
次の世代に「川に遊び、川に学び、川に楽しむ」
事を伝えて行けるよう活動を継続して参ります。

活動の内容
「川に遊び川に学ぶ」体験活動の実践、指導者の
育成、環境保全活動、川に関るイベントの支援　
など

活動の経緯
平成 11 年 設立（３月）
平成 16 年 環境賞　環境教育部門受賞（会津若

松市）
平成 17 年 河川功労者団体表彰（一般社団法人　

日本河川協会）
平成 27 年 優良団体表彰（阿賀野川水系水質汚

濁対策連絡協議会）

　「阿賀川・子どもアドベンチャークラブ」では、
参加した子供達の友達、親同士の繋がりで年々参加
者も増加し、当初は 6 月から 10 月までの月 1 回
の活動でしたが、それを通年の月 1 回の活動に拡
大しました。また、「会津めだか塾」では、子供の
時に支援活動に参加した人が大人になってから活動
に賛同して参加したり、設立当初の会員の子供が参
加するなど、20 代からの幅広い年齢層の会員が増
えてきています。
　設立から 20 年を迎え、今まで取り組んできた活
動により会津地区はもとより福島県内における河川
に関わる活動団体として認知され、多くの団体交流
会やイベントにも参加要請があり、積極的に活動し
ています。

　阿賀野川は、栃木・福島県境の荒海山に源を発し、
会津盆地を貫流した後に山間の狭窄部に入り、越後
平野に出てから日本海に注ぐ日本有数の大河であ
り、福島県内の本川は「阿賀川」と呼ばれています。
　旧会津藩の城下町を流れる阿賀川は変化に富む自

然や景観を有し、その流れは流域内の社会・経済・
文化の形成に欠くことのできない重要な役割を果た
しており、古くから地域の人々に親しまれるととも
に、多種多様な生物が確認されるなど豊かな生態系
を育んでいます。

　近年まで「川は危ない、汚いから近づくな」とい
う時代に育った父母が川遊びや安全確保を知らない
がために、子供達が河川で遊ぶことができず、せっ
かく整備された河川利用施設も宝の持ち腐れでし
た。こうした現状を変えるため、地域の大人達を川
の指導者として育成し、河川に対する理解者を増加
させるとともに地域の子供達への川遊び等のサポー
トを一番の目的として、平成 11 年３月、同じ思い

を持つ有志 53 名が集まり「阿賀川・川の達人の会」
を設立しました。
　地域の大人達を川の指導者として育成する「会津
めだか塾」や、子供達に川遊び等の機会を設ける「阿
賀川・子供アドベンチャークラブ」の開催、小・中
学校の総合学習支援、川に関わるイベントへの支援
などを実施し、平成 30 年度で活動 20 年を迎えま
した。

社会資本の概要1

取組の背景、取組概要と創意・工夫2

囲み箇所は、主な活動場所
川の指導者を育成する「会津めだか塾」 阿賀川・子供アドベンチャークラブでのカヌー遊びとキャンプ体験

会津盆地を流れる阿賀川 阿賀川・本郷大橋周辺での小学校総合学習

イベント運営も実施
大川ダム「若郷湖さわやかフェスティバル」魚つかみ大会

福島県会津若松市・喜多方市・会津坂下町・湯川村・会津美里町
阿賀川・川の達人の会

会津・阿賀川における「川に遊び、
川に学ぶ」を次の世代へ

一般部門
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佐野目地区
かわまちづくり
整備予定地

蟹川橋
周辺河川敷
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周辺河川敷

旧橋川河川敷
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